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表
面
の
第
二
字
は

「
十
」
冠
の
文
字
と
み
ら
れ
る
。
表
裏
と
も
墨
痕
は
認
め

ら
れ
る
が
判
読
は
で
き
な
い
。
木
衝
の
一
側
辺
の
一
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
下

半
は
一
方
か
ら
切
り
込
ん
で
幅
を
せ
ば
め
、
さ
ら
に
先
端
を
二
次
的
に
削

っ
て

と
が
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
近
く
に
は
一
孔
を
穿

っ
て
い
る
。

本
木
簡
は
判
読
は
で
き
な
い
も
の
の
六
世
紀
末
？
七
世
紀
初
頭
の
も
の
で
、

木
簡
と
し
て
は
最
も
古
い
事
例
に
属
し
、
し
か
も
、
集
落
跡
か
ら
出
上
し
た
点

が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
集
落
を
特
異
な
建
物
を
も
つ
集
落
、
す

な
わ
ち
、
渡
来
系
集
団
の
集
落
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
木
簡
の
存

在
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

（林
　
博
通
）

大
阪
府
立
泉
北
考
古
資
料
館

『
記
さ
れ
た
世
界
展
』
の
紹
介

一
九
八
三
年
六
月
七
日
か
ら
九
月
二
五
日
に
か
け
て
大
阪
府
立
泉
北
考

古
資
料
館
に
お
い
て

「
記
さ
れ
た
世
界
―
―
大
阪
府
下
出
上
の
墨
書
土
器

文
字
瓦
と
木
簡
展
―
―
」
が
開
か
れ
た
。
副
題
に
あ
る
よ
う
に
大
阪
府
出

土
の
墨
書
土
器

・
文
字
瓦

。
木
簡
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
、
興
味
つ
き
な
い

展
示
で
あ

っ
た
。

同
展
の
概
要
を
紹
介
し
た

「
泉
北

考
古
資
料
館

だ

よ

り
」

一
六
号
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

栃
木
・
下
野
国
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
栃
木
県
栃
木
市
田
村
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
二
月
を

一
九
八
三
年
（昭
５８
Ｘ
二
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
栃
木
県
教
育
委
員
会

・
側
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
大
金
宣
亮

。
田
熊
清
彦

・
木
村
　
等

・
中
野
正
人

・
大
橋

泰
夫

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
野
国
府
跡
は
、
栃
木
市
の
東
方
を
南
方
へ
流
れ
な
騨
〆
右
岸
の
沖
積
低
地

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
思
川

を
東
へ
越
え
た
対
岸
の
台
地
上

に
は
、
下
野
国
分
寺

。
同
国
分

尼
寺

（国
分
寺
町
）
が
所
在
し
て

い
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
八
二
年

り
度
の
発
掘
調
査
（第
一
八
二
一〇

に
１
一一四
次
）を
終
了
し
て
都
合
二

四
次
、
八
箇
年
に
及
が
も
の
で




